
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書   
 

学 校 名 瑞浪市立釜戸中学校 

実 施 期 間 平成２５年１０月１８日（金）～１０月２６日（土） 

実 施 概 要 
 

 
・生徒に、地域との結びつきを実感させる期間にしたいと考え、避
難所活動訓練と、釜戸小・中音楽会を実施した。 

・避難所活動訓練では、体育館が避難所となった場合に設置が必要
となるパーティションを設営したり、新聞紙で簡易トイレを作っ
たりした。 

・釜戸小・中音楽会では、生徒の合唱と美術作品を地域の方々に公開し
た。 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者         １００人  
  計 ２００ 人 

地域関係者          １００人 

 

実 施 状 況 
 

○避難所活動訓練を実施した。 

＜ねらい＞ ・釜戸地区に災害が発生した時に地域の役に立つことができ

るよう、避難所設営の仕方を学ぶ。 

＜内 容＞  ・パーティションの組立訓練 

・新聞紙で簡易トイレ製作訓練 

・「できますゼッケン」を付け、避難所で役に立てる人材とし

ての自覚を促す。 

 ＜指導者＞・東濃地震研究所 三上卓氏 

       他 瑞浪市防災士、瑞浪消防署、瑞浪市企画政策課 

         釜戸町区長会 市教育委員会 

○「釜戸小中音楽会」を実施した。 

＜ねらい＞ ・釜戸町文化祭の一環として地域の方々に学校の教育活動を

公開し理解を得る。 

＜内 容＞  ・各学年合唱発表、中全校合唱発表、小中合同合唱 

           

＜参観者＞ 小中学校保護者、学校評議員、地域住民 

各学年による合唱発表、参加児童・生徒による合唱発表を行った。 
釜戸女声コーラスの演奏をプログラムに位置づけ聴いた。 

 

成果及び課題 
  

     

・地元で災害が起きた時に、いつも地元にいる若者として、中学生が自覚

を持ち、自分に何ができるのかを考えると共に、その方法を身に付ける

ことができた。地元の方々からの期待の大きさも感じさせることができ、

中学生に自覚を促すよい機会となった。 

・音楽発表を小中が合同で実施したことにより、保護者及び地域の方々に、

無理なく参加していただくことができた。 

・児童生徒は、日頃の合唱練習の成果を聴いていただくよう、精一杯の発

表をした。参観された保護者や地域の方々から感動の声を多くいただい

た。小学生と中学生が、お互いの発表を温かく受け止め合って、鑑賞す

る姿が見られた。 

 


